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　法貴古墳群では、これまでの発掘調査を含めて、18基の古墳、１基の火葬墓の調査を行いました。

　多くの古墳を調査したことで、古墳時代後期中頃から円墳が造られ、飛鳥時代中頃には24号墳が方墳と

して、奈良時代になると火葬墓が造られるという法貴古墳群の変遷が明らかとなりました。（下表）

　円墳からなる古墳群の中に、飛鳥時代になると方墳が造られる事例は、近接する小金岐古墳群や国分古

墳群（亀岡市）のほかに、大和の三ツ塚古墳群（奈良県）などでも確認されています。円墳から方墳へと

古墳の形が変わっていくことは、古墳を造ることが少なくなっていく、７世紀以降の変化が、法貴古墳群

でも起こっていたことを示しています。

　直径約８ｍの円墳で、埋葬施設は

全長約4.3ｍ、幅約0.9ｍを測る無袖

式の横穴式石室です。石室内からは

法貴古墳群では初めてとなる長さ72

㎝の鞘尻金具を持つ鉄刀が出土しま

した。出土状況から、棺の上におか

れていたと考えられます。このほか

鉄鏃10点、刀子２点、飛鳥時代の須

恵器が３点出土しました。小規模な

古墳ですが、有力者が埋葬されてい

たのではないでしょうか。

時　　期 古　墳　名

古墳時代後期中頃
Ⅰ期

古墳時代後期後半Ⅱ期

古墳時代後期末～
Ⅲ期 飛鳥時代前半

飛鳥時代中頃
Ⅳ期

56号墳

20号墳 27号墳 33号墳

28号墳

61号墳

24号墳

30号墳

63号墳

34号墳

67号墳

特　　徴

時期不明

時期は出土遺物や石室の特徴から区分

白抜きは推定墳形

25号墳 26号墳 29号墳 51号墳

やや正方形に近い石室

標高210ｍ前後に造られる

Ⅱ期の古墳の周辺に造られる

２段築成の方墳

53号墳 54号墳 55号墳

区分

西に石室が開口する古墳

奥壁幅が1.2ｍを超える

奥壁幅が0.9ｍ前後

石垣状の列石を持つ

Ⅴ期 奈良時代前半
（８世紀前半）

（７世紀中頃）

（６世紀末から７世紀前半）

（６世紀後半）

（６世紀中頃）

火葬墓ＳＸ08 １辺0.9ｍの木製容器
古墳を避けて造られている

こかなげ

さやじり

法貴34号墳

まとめ

表　法貴古墳群の変遷表　法貴古墳群の変遷

24号墳全景（南東から）24号墳全景（南東から）

写真６　左：法貴34号墳遺物出土状況（南東から）
　右：法貴34号墳出土鉄刀
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〇□▲※〓!!!

　今回の発掘調査は、国道423号（法貴バイ

パス）の建設に伴うものです。法貴古墳群

は霊仙ヶ岳の山麓に造られた67基の古墳か

らなる古墳群です。1964年に箱式石棺を埋

葬施設とする１辺４ｍの小型の方墳（19号

墳）が発見されました。これまでに古墳時

代後期中頃（６世紀中頃）から横穴式石室

を持つ古墳が築かれ始め、奈良時代（８世

紀）に火葬墓が営まれるまで約200年間使わ

れた墓域であることがわかっています。

　今回、発掘調査を実施したのは法貴古墳

群の中でも、もっとも古墳が集中するエリ

アに所在する12基です。

れいせんがたけ

法貴24号墳

はじめに

第１図　調査地位置図（1/25,000）
写真２　法貴24号墳全景（南から）

　　直径約10ｍの円墳で、両袖式の横穴式石室を埋葬施設とする古墳です。墳丘及び天

　井石が残っています。石室全長7.7ｍ、玄室長３ｍ、奥壁幅1.4ｍを測ります。石室内

　には木棺の痕跡が確認できました。古墳時代後期後半（６世紀後半）に造られ、飛鳥

　時代の初め（７世紀初頭）に追葬が行われたことがわかりました。

写真１　今回の調査地全景（南東から）

近つ飛鳥博物館 2007
『横穴式石室誕生　黄泉国の成立』より転載

横穴式石室の各部名称

法貴古墳群に

造られた時代
横穴式石室が

第２図　法貴古墳群古墳分布図（トーンが今回調査）

法貴20号墳  

写真４　法貴20号墳全景（南東から）

24号墳　推定復元図

写真３　法貴24号墳石垣状の列石（南西から）写真３　法貴24号墳石垣状の列石（南西から）

無袖式の横穴式石室を埋葬施設とする長辺約10ｍ、短辺約７ｍの方墳です。墳丘は二段築成で、墳丘

裾には石垣状の列石が二重にめぐります。さらに周辺の古墳を削ったり埋めたりして空閑地を設けて

います。石室の中から副葬品はほとんど見つかりませんでしたが、古墳や石室の形、周辺から出土す  

る須恵器などから飛鳥時代中頃の古墳と考えられます。

写真５　法貴20号墳玄室全景
（南東から）

むそで

くうかんち


